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シリア和平ネットワーク 

 

 

シリアの武力攻撃を直ちにやめてください。 

 

 私たちはシリアの紛争終結と和平実現に向けて、アドボカシー（政策提言）活動と確かな情報

発信を実施していくために結成された NGO、アカデミア、市民のネットワークです。 

 東グータにて、複数の部隊による武力攻撃が極端に激しくなり、爆撃と砲撃で、死者負傷者が

250 人を超えて増え続けていると報道されています。さらに、東グータでは 6 つの病院が攻撃で

破壊され、何千もの人々が基本的な保健医療へのアクセスを失ったとの発表もありました。反体

制派も首都ダマスカスに砲撃を行い、20日だけで 13人の死亡が確認されています。 

 

 東グータ地方を含むダマスカス郊外県、デリゾール県南東部、イドリブ県南東部、アレッポ県

西部や北西部（アフリーン郡）での無差別攻撃が激化しています。攻撃をしているのは、シリア

軍、ロシア軍、イラン軍、イスラエル軍、アメリカ軍、トルコ軍、YPGに加えて、アル=カーイダ

（シャーム解放委員会）とさえも共闘して東グータで戦闘を続ける武装勢力です。 

 

 8 年目に突入しようとしているシリア紛争では、すでに多くの住民が死亡、重傷を負っていま

す。 

 武力攻撃を行っているすべての人たちに伝えます。攻撃を直ちにやめてください。 

 これ以上の犠牲者を出さず、シリアを平和な国にすることは国際社会の担う責任です。停戦の

手続きを直ちに始めて、人々の安全を確保してください。負傷者にはすみやかに治療の機会を提

供してください。不幸にも家族を亡くした人たちには、大切な家族とお別れをする時間を作れる

ようにしてください。破壊された土地で住むところも食べるものもない人たちに支援が届くよう

にしてください。 

 

 日本政府には、上記に関して問題解決に積極的に取り組まれるよう期待します。 

 

 すべての人たちの努力で、シリアに和平がもたらされることを切に願います。私たちはそのた

めに声を上げ続けます。 

 

 


